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第 19 回総会報告 

第 19 回総会は昭和 f61 年 5 月 16 日午後 3 時半より筑波大学大学会館において 開催された。 安 増枠 

亭長の開会の 辞に引き続き ，筑波大学の 岡田 益吉氏 が議長に選出され ，以下の次第で 議事が進行 

し 全て承認された。 

1. 渡辺浩第 19 回大会委員長挨拶 

2. 加藤淑総会長挨拶 

3, 昭和 60 年度活動報告 

㈲事務局より : 並木秀男庶務幹事   

・会員数 昭和 61 ヰ -R 同 g 日現在 7Rf 人 

・会費納入率 約 60% 

・アカデ ，ック ・プレスによる 海外頒布が f60 年 10 月 1 日正式に決定 現在 RRO 部が頒布さ 

れている。 

  サーキ、 ラー 51-53 号完了 

。 運営委員会 1 れ 1(34 回 ), 5/14(35 回 ) に開催 ( 内容はサーキ ，ラ ー 参照 ) 

・学術会議の 正式登録団体として 当 学会は 60 年 11 月に承認された。 

。 山田財団に よ る研究援助候補者として 雪竿 よ り 2 名推薦 ( サーキ、 ラー 53 号参照 ) 

続いて安堵幹事より ，円高に伴う DGD 海外頒布の差損の 説明 ( サーキ、 ラー 53 号参照 ) 

と ， DGD マーク入りのテレホンカードの 購入のお願い ( 本号参照 ) がなされた。 

( 日 )DGD 編集委員会より : 山名清隆主幹 

。 60 年度は 27 巻を 6 号進出版済 ( 初めて年内に 完了 ) 

・本年度からは ，読者へのアピールと 本雑誌の充実を 目的としてⅡ eview を載せる計画な 

ので御協力お 願いします。 

4. 昭和 60 年度決算報告 藤原昭子会計幹事 ( サーキ，ラー 53 号参照 ) 

5, 会計監査報告 高橋三保子監査委員 

適正であ った 旨 報告された。 

6. 昭和 61 年度の学会活動について 加藤淑総会長 

・次期大会は 京都で行 う 。 

・本年度は選挙の 年であ る。   

・選挙管理委員及会計監査委員を 以下の通り 嘱住 した。 

黒田行照，森脇和郎，清水 裕 ( 選挙管理委員 ) 

利根川泰 遠 ，石田秀司 ( 会計監査 ) 

・山田財団以覚の 推薦母体になることを 現在検討中。 

・本学会 p 財政難を解消するため 会員，賛助会員， DGD サーキ、 ラ 一の広告の増加に 御 

協力 願 かたい。 
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7. 学術会議について 平本幸男 

サーキ， ラー 53 号を参照して 下さい。 

8. 昭和 61 私度予算案 藤原昭子会計幹事 

サーキュラー 53 号参照 

9. 第 20 回大会準備委員長挨拶 米田満 樹 ( 京都大学 ) 

10    その他 

・ 基生 研の鈴木義昭氏ょ り 大会のあ り方について 意見が出た ( 本号参照 ) 

第 35 回運営委員会報告 

第 、 35 回運営委員会は 昭和 f6] 年 5 月 14 日 2 時 よ り筑波大学大学会館で 行われた。 出席は以下の 通 

t). 

加藤淑 裕 ( 会長 ), 天野実 ( 編集幹事 ), 大西 英繭 ，片桐千秋，岡田節人，塩川光一郎， 竹市 雅俊， 

固 まりな，京中川 徹 ，山名清隆 ( 編集主幹 ), 黒田行 昭 ，杉山 勉 ，毛利秀雄，清田浦 樹 ， ( 以上達 

営 委員 ) 。 岡田盤古 ( 大会準備委員会 ) 。 高橋三保子 ( 会計監査 ) 。 安増 郁夫幹事長，藤原昭子会計 

幹事，並木秀男庶務幹事。 

報告審議事項のうち 総会と重複するものは 省略。 

。 選挙に先立ち 名簿を作成するが ，コソ ピ、 一タ 一で漢字打ちを 行い簡略化する。 

・学会の財政難の 解決策として 次の案が出された。 

賛助会員の増大をはかるため 運営委員に努力してもら ぅ 。 広告を取り易くするためケーキ 

ュラ 一の充実をはかる。 会員増大のため 学生会費を考える ( このための資料を 集める ) 。 会 

費の自動口座振替を 考える ( 本号参照 ) 。 テレホ ソヵ一ド 販売 ( 本号参照 ) 。 

  学術会議報告 : 本学会を研究連絡会議に 加える努力をしている。 そのための専門委員会を 

作ることを申請する。 ( 平本委員 ) 

・岡田節人先生挨拶 : 本年 6 月で国際発生生物学会会長を 任期終了する 報告があ った。 

事務局より 

DGD 編集主幹の交代 

来年度 よ り山名主幹に 伐 って京都大学の 米田満 掛 先生が編集主幹となることが 決定しました。 

( 運営委員の賛否を 手紙によってはかりました ) 。 結果は賛成 24, 白票 1 でした。 尚 ，編集幹事， 

委員は後程決定され 次第お知らせ 致します。 

学会費の自動口座振替について 

本学会の年会費が ，銀行の口座振替で 自動的に振込み 出来る よう 学会 セ ソタ 一 と交渉した結果， 

来年度から可能 E なりました。 もちろん，従来通り 郵便局の振替でもよろしいのですが ，自動的 

になりますと ， うっかり忘れるということがなくなり ， 又 ，いちいち郵便局へ 出かけ 6 手数も省 
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かれますので 便利になると 思います。 どうぞ 御 利用下さい。 詳しくは次回のサーキ ， ラ 一に掲載 

致します。 

学会発表の特許申請について 

このたび，事務局は ，特許法に基ずく 学術団体指定の 申請を特許庁に 提出致しました。 特許庁 

の指定学術団体の 公式に開かれた 会合での発表 ( 公式記録を伴な う もの ) に関しては，発表から 

6 ケ月 以内であ れば，特許申請が 可能です。 特許庁による 指定のない団体の 会合での発表は ，そ 

の発表によってその 内容が公知の 事実と認定されるため ，発表後には 特許申請は不可能 E なりま 

す。 指定学術団体の 公式会合での 発表によって ，特許の優先権 が認められ得るか 否かについては ， 

特許法には明記されていませんが ，習慣的には 認められ得るものであ るということです。 詳細に 

ついては，日本発生学会が 特許庁指定学術団体になった 段階で，サーキ ， ラ 一に報告致します。 

  

テレホカード 頒布 

すでに， 前サーキ、 ラ 一の会計報告に 掲載致しましたが ，決算表から 計算致しますと ，発生生 

初学会の経常収入に 赤める DGD 関係の収入 CDGD 売上，文部省助成金，超過ぺージ 代金， 広 

告等 ) は， 60% 以上を占め，学会費の 占める割合 は わずかに 32% にしかすぎません。 大きな為替 

差損に よ る減収入のため ，本年度から 当 学会の財政は 極めて困窮することは 明らかです。 

そこで，今回この 窮状を少しでも 救 うキャソギ一ソを 実施することになり ，発生生物学会発行 

のテレホ ソヵ一ドを 発売することになりました。 1 枚でも多くお 買い上げ頂き ， 当 学会の財政 危 

機を回避するため ，会員の皆様に 御協力を戴きたいと 考えます。 どうぞよろしくお 願い申し上げ 

ます ( 会員以外の方でも 御 買上げ下されば 幸いです ) 。 

テレホンカード C50 度 ) 1 枚 1,000 円 

実 費 500 円 

印刷費 ( デザイソは DGD の表紙 260 円 

郵送料 60 円 

学会への実収入 180 円 ( 予定 ) 

御希望の方は ，下記に料金を 払込み下さい。 カードの郵送をもって ，領収書にかえさせて 戴 き 

在すので御了承下さい ; 特に領収書を 御希望の方は ，事務局まで 御連絡下さい。 

0 郵便振替 東京 0-44519 

〒 160  東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学教育学部生物学教室内 

日本発生生物学会 

電話 (03) 203-4141  円 3911 

現金の場合は ，事務局 死 にお願いします。 
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日本発生生物学会への 寄付 

61 日本発生生物学会への 年 5 月 19 日，事務局へ「渡辺浩先生の 寄付 御還暦をお祝いする 会」有志の方々から ，本学会 CD 

GD 出版のため ) へ 2 万円の寄付が 送金されました。 有難 う ございました。 厚く御礼申し 上げま 

す 。 

日本発生生物学会 

事務局 

第 mg 回大会を終って 

渡辺 浩 ( 大会委員長，筑波大学・ 生物科学系，下田臨海実験 セソタづ 

日本発生生物学会第 19 回大会は，昭和 61 年 (1986 年 05 月 1t r.16.17 「 日の 3 日間，筑波大学大学 

会館にて行われました。 

東京の人が見えて ，近いようで 遠い立地条件の 筑波・ 桜村で 果して学会員がどのくらい 参加さ 

れるか，些か 危惧しておりましたところ ，口演発表が 2 会場で 126 題，ポスタ一発表が 1 会場で 26 

題，そして 346 名とい 5 今までにない 多数の参加者があ り， 3 日間連日，非常に 熱心な発表と 討 

論が繰返されましたことは ，私達大会世話人として 大変嬉しく思っております。 

発表も個体レベルから 分子レベルまで ，多岐にわたり ，しかも密度の 高い内容であ ったことか 

ら考えまして ，日本の発生生物学は 正しく世界をリードしているといっても 過言ではあ りません。 

近年，発生工学的或いは 遺伝子工学的手法の 新しいテクニックが 開発され，今後，発生生物学も 

飛躍的な発展をすると 思われます。 しかし，私達はこれら 新しい手法に 逆にふり回されて ，本来 

の発生現象の 基本的な問題を 見失うことのないよう 心がげたいものです。 自分自身の研究の 生物 

学的意義について 常に考えながら ，地道にデータを 集積することも 是非必要であ ろうと考えま 

す。 そして，日本人でなければできないような 独創的な研究を 基礎として，今までにない 独自の 

発生論を打立てようではあ りませんか。 

ところで，この 学会が成功 裡に 終ったかどうか ，私達は御批判を 受ける立場にあ りますので， 

自画自賛はすべぎではあ りません。 参加者の方々から 積極的な御意見を 賜り 痩 く思います。 終り 

に，学会をもり 上げるべく御協力いただいた 座長の方々に 深く感謝いたします。 また，大会の 企 

画 。 運営にあ たっては，岡田祐吉，平林民雄，芳賀和夫，高橋姉保子の 諸氏とその研究室の 方々 

の少数精鋭主義により ，人手も金も ，更に時間もかげなくて 最大の効果を 挙げるべく努力いたし 

ましたことも 記録にとどめ 痩 く思います。 

来年には，京都で 開かれますが ，丁度 20 年の節目を迎える 発生生物学会にふさわしい ，そして 

今年以上の熱気あ ふれる討論の 場となりますよう 信じて，筑波・ 桜 村からのメッセージといたし 

ます。 
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日本発生生物学会 

第 19 回大会会計報告 

1. 収入の部 

大会参加費 1,634,000 

  内訳一般④ 学生④ 5,000 4,000 円 円 X250 X  96 人 人 = = 
学会本部よりの 補助金 

1,250,000' 384,000.   
250,000 

広告掲載料・ 展示 料等 ( 要旨 集 のみの売上を 含む )  446,310 ， 

要旨 集 売上げ ( 当日分 ) ④ 3,000 円 x 5 冊 15,000 

利 子 5,258 

収入合計 2,350 ， 568 

2,  支出の部 

会場使用料 207,200 

事務用品・会場設営 費 145,877 

アルバイト人件費 ④ 5,000 円 X26 人 x 4 日立 520,000 

弁 当 代 67,000 

茶 菓 代 98,965 

通信。 郵送費 11,390 

印 刷 費 35,800 

支出合計 1,086,232 

3.  残 金神 1,264,336 

* 広告掲載料・ 展示 料 ( 郵便振替手数料 差引 ) 合計 631,450 ， 一 より 

  懇親会補助合計 185,140 ． 一 を差引いた残金 446,310 ． 一 を繰入れ 

淋 残金は学会木部に 寄付 ( 銀行振込手数料差別 ) 

表 大会参加者数内訳 
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大 会 後 記 

筑波大学生物科学系 

岡 田 益 吉 

会計の整理が 終って，第 19 回発生生物学会大会もやっと 閉会となった。 全会員の半数に 近い参 
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  加 者があ り，盛会の 5 ちに無事全日程を 終えることが 出来たのは，ひとえに 参加された方々のお 

力添えのおかげであ り，また筑波大生物科学系の 会員，学生の 献身的協力の 賜物と ， 心から感謝 

の 言葉を中上げる。 
  

さて，大会のお 世話を引受けた 時の心配の一つであ った経費の点も 終って見れば 黒字決算とな 

り，円高の波に 溺れかけている 学会に一本の 葉程度の寄付が 出来て，主催者として 一応ほっとし 

ている。 しかし，これを 一会員としての 眼で見ると，これ 種の黒字となるのであ れば大会参加費 

をもう少し安く 出来なかったか ，とい 5 疑問が生ずる。 

今大会に関しては ，会場として 大学の施設を 使うことが出来たこと ，参加・講演申込の 処理， 

という大会前 数ケ 月の業務のための 人件費を別途に 工面出来たこと ，などの点があ って予測より 

ずっと経費節減が 出来たことは 確かであ るが，それにしても 収入予測の失敗であ った。 その原因 

は予想を上まわる 当日参加者数 ( 表参照 ) にあ ったのであ るが，今回はシソポジウム ，特別講演 

などの企画をしなかったこともあ って，プロバラムを 見てから参加を 決める人が何人であ るかを 
  

予測して大会参加費を 決めることは ，まず不可能であ った。 これは今回に 限らず，大会主催者の 

誰もが抱く悩みであ ろうし 始も は大いに経費不足を 心配し，最後は 黒字の多さに 戸 迷 う ，とい 

ラパターンがこれからも 繰返されるのではなかろうか。 なお，蛇足を つ げ加えるならば ，学会に 

よっては，当日参加費を ROO 円 ～ 1,000 円高くしているそうであ る。 

大会所感 
  

嶋田 拓 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

今大会は前大会と 違って口頭発表を 主にした形式で 行われたが，講演，ポスターいずれも 熱心 

な 討論が行われ ，市大会に劣らぬ よ い集まりであ った。 会場もきわめて 立派で ， 特に A 会場はゆ 

ったりしていて 気分 よ く講演を聞くことができた。 そのせいかどうか 知らないが， B 会場よりも 

なごやかな雰囲気で 討論が行われていた よう であ る。 

口頭発表とポスターはいずれも 一長一短があ り，どちらがよいとも 主張しにくいが ，口頭発表 

形式に長年慣れて き たものにとっては 何となく口頭発表の 方が気楽な感じであ った。 ただし，内 

容によってはポスタ 一の方が適しているものもあ り，今大会のように 両者併用が適当なところで 

はないだろうか。 

今大会でも遺伝子レベルの 研究発表が華やかで ，ここでも例にもれず ，各種覚来遺伝子を 導入 

された動物 達 がさかんにつくり 出され賑やかなものであ った。 

細胞分化における 細胞質因子の 役割りを追求する 研究も興味深かった。 単 クローソ抗体を 利用 

した細胞系譜の 研究発表には 非常に興味深い 労作があ り，感銘させられたことを 記しておきたい。 

いつも届けことであ るが，初期胚の 示す特異な細胞周期に 関する研究発表が 少ないのはなぜであ 

ろ うか 。 発生学上の重要な 問題の一つであ ると考えるのであ るが。 

雨に降り込められてやむなく (?) 総会に出席してみた。 相変わらず閑散としていたが ，雨の 

せいで例年よりは 出席者が多かったそうであ る。 総会で特に印象的だったのは ， 「同色内容の 研 
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究を別の学会でも 発表するのは 如何なものか」とい 5 鈴木氏 ( 基 生所 ) の発言であ った。 小生に 

もいささか覚えのあ ることで，つねに 気にしていることであ る。 よ り多くの研究者に 自分の成果 

を知らせて討論するという 見地からはあ る程度容認されるべきことかとも ぼ けがもっとよく 考え 

てみたい。 

本学会は動物学会の 発生部門とはいささか 趣きが異なっており ，動物学会で 聞げない講演も 聞 

き， 会えない人達とも 話する機会があ った。 小生の入会は 遅く，数年双にすぎないが ，それ以来 

毎年出席することを 楽しみにしている。 次 大会も研究室を 中にして出席できることを 願っている 

次第であ る。 

  

  

「新参者の見た 発生生物学会」 

万 能 徳 ( 早稲田大・ 教 ・生物 ) 

発生生物学会に 入会したのは 二年前のことです。 もともと内分泌学の 分野で研究をしていたの 

ですが，発生学に 憧れて， 3 年ほど熟考の 未，自らの研究テーマを 発生学の方向に 転換させまし 

た 。 三年の月日は 長く，発生生物学会に 入会する前には ，学会に対する 期待も自然と 高まって い 

ました。 さて， 他 分野からの移民であ る若き学徒の 目に，今回の 発生生物学会がどのように 映っ 

たかを述べてみましょう。 

" パーフォーマンス " という言葉が 脳裏 をかすめるほど 超モダソ な筑波大学大学会館の 会場で ， 

新参者の私にとってもっとも 印象的だったのは ，活発な議論のやりとりでした。 研究の目的や 意 

義 をあ らためて問いただしたり ，結論を導くための 方法，結果に 疑問を投げかけたりという 遠慮 

のない，しかし 木質を つ いた質問が，他の 学会よりも多く 出されていたよらに 思えました。 この 

ょう な質問に対して ，しばしば白熱した 議論が交されていましたが ，そこでは研究室に 閉じ込も 

っていては決っして 得られない一種の 知的な開放感を 味わうことができました。 

発生生物学会において ，このような 活発な議論を 可能にしている 要因は何なのでしょう。 私が 

もっとも重要だと 居 、 F) ことは，議論をしているお 互いが発生生物学上の 基本的な概念を 共有し ， 

無意識のうちにその 上に立って相互の 論理を展開しているという 点です。 ，発生現象を 理解するた 

めに先人が築きあ げてきた発生生物学上の 概念は， 他 分野で研究をしてきた 移民にとっては 羨 ま 

しいほど堅固でバラエティ 一に富んでいます。 現在の学会を 賑わしている 新しい技術，遺伝子 

クローニンバ ，モノクローナル 抗体，キメラ 動物等を用いた 研究の底を流れる 基本的な概念は ， 

発生学の教科書に 載っている ル 一や ドり，一シ ， らの細胞分化の 内的要因，覚的要因に 対する 者 

え方を常に内包しているように 思えます。 これらの先人たちは 発生現象を研究する 上での " コソ 

パス " を 我々に与えてくれているという 思いがします。 近年になっても 発生生物学分野では ， 複 

雑 で神秘的な発生現象を 解明するために ，多くの示唆に 富む ェレガソト な概念が提示され ，それ 

らは私たちが 研究をすすめていく 上での " 道標 " になってくれているという 気がします。 私など 

は ，研究計画をたてるとき ，実験結果を 考察すると ぎ，人 と議論をするときには ， この " コソ パ 

ス " と " 道標 " を遠慮なく利用させていただいています。 そして，そのときには 発生生物学の 分 
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野 に移住する前には 決っして得られなかった 宏度感を覚えます。 大会会場において ，この安慶 感 

こそが，我々を 心地好い議論の 道へ導いてくれているのではないでしょうか。 

発生生物学は 今後ますます 魅力的な分野になり ，これからも 私のよ 5 な移民は多くなると 思い 

ます。 そこで最後に 私のような移民のために 大会について 一言。 新しくこの分野に 入った者にと 

ってシソポジウムはあ る特定の話題を 包括的に理解するためのよい 機会です。 次回大会では ，ぜ 

ひ我々の研究の " 道標 " となるようなシソポジウムを 開いていただくことをお 願いします。 

「もっと時間を」 

松田 良一 ( 都立大・ 理 ・生物 ) 

まるでⅦ dwest の大学キャンパスを 思わせる広大な 筑波大学で開かれた 第 19 回大会は，その 

設備の素晴しさとは 裏 腹 に ， 私にとっては 今一つ充実感に 欠けたまま過ぎてしまった。 それは会 

場から歩いた 研修 セ ソタ 一 ( 宿舎 ) までの遠さのためではない。 ましてやネオ ソ のついた食事 兼 

談 らん場所を見つげることの 難しさのためであ ったとは思われない。 

第 18 回大会 ( 名古屋 ) において一般発表を 全てボスタ一発表にした 反動であ ろうか，今回は 実 

に少数の人々しかポスタ 一発表を希望せず ，あ まりに口演発表が 多かった。 そのためか，ワーク 

シ， " プや シソポジウムの 余地もなく，口演会場は 全日程をほとんどフルにつまったプロバラム 

の 消化に懸命になることは 抄録を手に入れた 時から容易に 予想がっいた。 

そして当日，初日 10 時からの発表には 筑波や会場に 不慣れな人々を 少なからず慌てさせたし ， 

口演発表の内容が 高度になればなる 程 ，発表が早口や 原稿読み調になったり ，発表時間すれすれ 

まで口演が続くものが 増え，討論時間が ヵット される傾向が 目立った。 「時間ですので……」と 

言 う 座長の言葉に 質問の手を下ろしたことが 何回かあ ったことを記憶している 人は私の他にも 多 

いと 思、 う 。 

私が初めて発生生物学会の 大会に参加したのは 第 12 回大会 ( 札幌 ) であ った。 当時は会員数も 

少なく，演題数も 少なかったせいかシンポジウムを 含むかなり充実した 大会であ ったと記憶して 

いる ( しかも確か夜のセッシ。 ソ まであ った ) 。 その時の口演発表は 15 分 十 討論 5 分の計 20 分間 

で ， 今から ぽ、 5 と ，この 5 分間の差が発表する 側には内容の 充実を要求したし ，聞く 側 E は発表 

内容をよく理解し 討論に参加できる 余裕を与えていたようだ。 私なぞも自分の 発表のとき，その 

討論時間に ( 京都 弁で ) あ まりとも思えるような 鋭い質問を連続して 浴びせられ，そのおかげで 

以後の motive force になったことを ょぐ 覚えている。 今回も ， 初めて本学会大会で 口演した若 

手も多いことだろう。 しかし，その 機会を増やすために 削られた発表 十 討論時間は彼らに 何を残 

しただろうか。 私は発生生物学会の 大会が ( 京都 弁 でなくとも ) 「あ まりとも思えるような 鋭い 

質問」とそれに 対する 広 しゆうが会場を 飛び交う強烈な ，議論を尊重する 大会であ って欲しいと 

届 け。 その発表者と 聴衆との相互作用を 重視し，かつ 限られた日程の 中にシンポジウムや 特別 講 

演の時間まで 捻出させる一つの 名案 ( 名犬 案 ) が一般発表のポスター 化であ ったのだろう。 私は 

今年の大会におけるポスタ 一発表数の少なさは 単に人間の心理によくあ る反動だったと 理解した 
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い 。 もっと多くのポスタ 一発表が行なわれ ，至近距離での 相互作用の場を 保証し，かつ ，口演に 

おいては 20 分間の時間を 与え ， 他の学会大会では 見られなくなった 密度の高い討論の 場を確保す 

ることが，ますます 複雑怪奇になってきた ( 一方では意外と 一般化のきざしが 見られる ) 発生生 

初学を健全に 進めていく上で 大切になると 思 5 。 「発生生物学会はうるさい」というカラーを 定 

着させることは ，結果的には 無制限な発表数増加にも 最も有効な歯止めにもなるだろう。 

紙面がつぎたが ，今回の大会で 私にとっては 浅島誠 会員の発表が 全く意表をついていて 興味深 

かった。 フナの ウキブ クロ抽出液がイモリ 胚 予定外胚葉に 筋分化を誘導することを 明らかに示し。 

しかもその分画をかなりの 程度まで精製したというのであ る。 ゥキブ ク戸自身に何故 筋 分化が見 

られないのかも 不思議であ るが，生き物のわ け のわからなさと ，それをどんなきっかけか 明らか 

にさせた発生生物学者の ( 一見わけのわからない 種の ) 試行努力には 全く脱帽する 思いがした。 

相変らずクリスタリ ソ 軍団やカドヘリン 軍団の研究は 素晴しかったし ，他にももっと じ づくり 聞 

いて討論に参加したい 発表がいくつもあ った。   

彼 をもっと有効に 使い，それでも 足りなければ ， 4 日目に突入してもやむを 得ないだろう。 発 

生生物学会の「 ぅ るささ」をとり 戻すため仁も 第 20 回大会には，もっと 時間を。 

  通情報時代における 大会のあ り方について   

一一ささやかな 提言 : 第 19 回大会総会における 発言を補足して コ一 

基 生所・発生 鈴木 義昭 

発生生物学会は ，会員数からみても ，大会出題数の 点からみても ，比較的小規模であ り，家族 

的 雰囲気も色濃く 維持されており ，私の好きな 学会であ る。 「演題も出さないのに ，ど う 。 してこ 

んなところにウロウロしているの ? 」とか， 「この頃 は真面目にでてくるわね」とか 言われなが 

ら，ひたすら "love call" を送りつづげている。 ちなみに，私は 第 1 回大会 (1968 年 ) 以来の会 

員 であ り，今回の第 19 回大会まで，米国滞在中の 8, シーズンを除外すれば ，全ての大会に 皆勤し 

ている。 存在感が ぅ すいのは，私自身に 責任があ る。 一般演題を出したのはたぶん 3 題ほど，シ 

ンポジウムなどでの 出題が 3 回ほどあ るだけであ り，時として 意識的に discussion をひかえる 

ことさえあ るので，何と 言われても致し 方もない。 

ではどこへ演題を ?  1959 年から 1967 年までは。 発生学とはいまだ 縁がなく，薬学会，細菌学 

会，生化学会へそれぞれ ， 2 。 ・ 3 題。 1968 年に米国のカーネギ 一発生学研究所へ 発生学を学びに 

おもむいてから ， 1978 年までは，米国生化学会へ 1 題 だ け ，あ とは全て， Gordon  Research  Co- 

nference  or  Development  mology  又は An ㎞ al Cells  and  Ⅵ ruses  などでの infomal  talk 

や，他の Symposium  で話すことですませてきた。 これは何も，「日本人だからわざわざ 米国の 

学会へ一般演題をださなくても」と 言 う ような意識的なことではなく ，身の回りの 人々がそうだ 

ったので，自然 こ 5 い う 結果となった。 しかし，これは 参考とすべき 一つの面白い 結果ではない 

だろうか。 1978 年に墓 生 研へ 来 てからは，シソポジ ゥム などでのことは 別として，第 1 回分子生 

初学会大会以来今日まで ，分子生物学会大会に 集中的に一般演題を 出題してぎている。 
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